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緑ヶ丘東町内会の現状について

• 高齢化

• 世代交代

⇒若い世帯が増加傾向

• 町内会の若返りが期待できるこれより下は
スマホ世代

この世代はパソコン
の普及期に相当する

 当町内会は約50年前に造成販

売された住宅地で歴史が古い。

 住民の４３２人中、65歳以上が

約３９％（164人）である。



これまでのデジタル化への経緯
• 情報発信のため「町内会新聞」（紙）を発行（年4回、平成23年から）諸事情

により32号で休刊

• R2年、町内会のホームページを作成。無料のサービス利用のため、閲覧数が分

からず、効果の測定ができなかったことと、ブログページ作成担当者が見つから

なかったことなどで停止中

• LINE利用者が増加していることから、R4年、LINE公式アカウントを開設した

が利用者登録はなかった

• 現在多用されているのは役員間の「グループLINE」で、補助的にEメールのやり

取りを行っている。



町内会デジタル化推進事業への参加
• デジタル化への閉塞状況にある中、町内会デジタル化推進事業に応募。これまで

に4回のアドバイスを得ている。活用可能なデジタルツールを知ることができ

た。

• 「LINE公式アカウント」無料プランだと、月に上限２００の配信しかできな

く、それ以上の利用には月額5,000円かかる。町内会からの支出は難しかっ

た。

• アドバイザーから「LINEオープンチャット」の紹介があり、テストページを作

成したり操作したりし、その長所を知ることができた。

• LINEは多くの人が使っており、その機能の一つである「LINEオープンチャッ

ト」では最大5,000人まで無料で参加できることが一番の利点。



LINEオープンチャット導入まで（進行中）
（心配な点）実際に町内会で運用ができるか？

町内会の会員に登録してもらえるか？

• 導入に当たり、参加するための「約束ごと」を決
めることになり、推進会議で検討した。

• 主にデジタル回覧板、緊急連絡用としての機能を
利用すること。

• アナログの回覧板は引き続き行い、利用の手引き
（チラシ）を用意して、なるべく簡単に参加でき
るように工夫。

• 総会、各行事などの時に紹介し、スマホへの導入
のお手伝いもその場で行う。

アドバイザーによる提案で
出来上がったチラシ（案）



緑ヶ丘東町内会の今後の目標（案）
• LINEオープンチャット開設を紹介し、登録者数を増やす。

• 人が集まる場を利用し、登録の勧誘を繰り返す。

• LINEオープンチャットを利用することによって会員の意見や考えを町内会活動に生かせ
るようにする。

• 役員のなり手不足の現在、町内会活動へのサポーターの募集を臨機応
変に行えるようにし、町内会活動への抵抗感を少しでも軽減する。
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